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近年，二酸化チタンナノ粒子を各種固体表面に固定化した複合材料は，様々な分野で多大の関心を集め
ている1）．一方，我々は，Ti(O

i
Pr)4をカルボン酸と共に超臨界メタノール処理することにより，球状多孔質

二酸化チタン(MARIMO TiO2)ナノ粒子の一段階合成に成功している
2)．そこで，新たな MARIMO TiO2ナノ

粒子複合化法として，超臨界メタノールを用いたワンポット反応について検討した．担体としてカーボン
ナノチューブ (CNT)，グラフェン ，シリコンウェハー (Si)，シリコンカーバイド (SiC)を Ti(O

i
Pr)4とギ酸

と共に超臨界メタノール処理したところ，MARIMO TiO2が担体表面に多数並んだ複合体が得られた (図 1a，
b，c，d)．一方，グラフェン，カーボンナノチューブを担体とし，メタノールの代わりにイソプロピルア
ルコールを用いた場合には，マリモ状ではない TiO2ナノ粒子が物質表面に並んだ複合体が得られた (図 1e，
f)．このように，担体の種類や形状を選ばず，全ての担体に対して TiO2 ナノ粒子のワンポット修飾複合を
可能にした． 

      

図 1．各種固体表面に固定化された TiO2ナノ粒子．a) MARIMO TiO2@CNT，b) MARIMO TiO2@グラフェン，
c) MARIMO TiO2@Si，d) MARIMO TiO2@SiC，e) TiO2ナノ粒子@グラフェン，f) TiO2ナノ粒子@CNT． 
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